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論文内容の要旨
人間の「労働」は社会的諸関係を持続して再生産する「創造的活動jであるといわれている。しかしな
がら.経営的側面ではこのような「人間労働|を効率性.生産性を理由に「強制化Ji機械化」している。
労働者は，現代の技術進少に伴って機械化の付属品に転越しつつあることを憂慮し， i人間中心の社会の実
現jというスローガンに関心を集めている。企業社会における「労働の人間化」とか「労働生産の質」に
対する関心の高甥ーと，「労働の人間化jを媒介とする「新たな生産システム」への要求は，働く人々にとっ
て大変重要な意味をもっ。
しかしながら， r労働の人間化jのためには企業社会への展開において次のような前提条件が必要とされ
る。第一点は.労働生産の主体である労働者の根本的な要求，すなわち労働者の基本的な生活水準の保持
が重要である。第二点、は，高い組織率と合理的体制への改編を前提とする，労働者の信頼できる強力な労
働組合の形成が必要である。第三点は，経営者の「労働の人間化」に対する肯定的方向への意識の転換が
要望される。すなわち， i人間性!と「生産性」との逆相関係的思考の払拭，人間労働の未来志向的思考へ
の転換などが要求される。一般に.牛産システムの転換の根本的な目的は，牛.産の効率化と生産性の向上
による「利潤の増大」にある。また，企業の安定的発展と成長は，労働者の労働力をいかに評価するかに
あり，その労働力を生産システムのなかにL、かに発揮させるかにある。したがって，労働過程で労働者の
満足度を高揚させるためには，動機誘発的要因の形成が必要であり，そのためには・定の生産システムの
下で生産性を維持しながら「作業形態の変化」をはかる必要がある。
以上の分析視角から本研究は，自動車生産システムの労働過程のなかで，労働者個々人の諸欲求の実現，
そして生産過程のなかで作業形態をより人間的に転換させるところにその目的があり， r生産性」と「人間
性」の両立の可能性と.I新牛:_Aシステムjへの展開可能・性を検討することにその意義がある。
本論文は，序J草¥二郎V章.終草から構成される。
序章「人間中心的生産システム」への転換
第一部生産システムにおける「合即化」と「柔軟性」
第 I章「合理化」と人間労働の強制
第1章生産システムと「柔軟性」
第一二部 日動車メーカーにおける生産システム
第E常現代自動車と生産システム
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第W章 トヨタ自動車と生産システム
第V章 ボfレボ自動車と生産システム
終草「新生産システムJへの展開可能性
第一部では，生産システムにおける「労働の人間化」を具体的に検討する前に，牛.産システムのなかで
展開されてきた「合理化」と「柔軟性」について， I労働の人間化」の観点から理論的に考察する。第二部
では，現代自動車(韓国:牙山工場)， トヨタ生産システム (H本;富田正場)， ポルボ牛ー産システム(ス
ウェーデン;ウデヴァラ工場)を対象に，労働者の作業を「人間性」側面から考察する。
企業は.資本の利害関係を前提に.労働者の技能を機械化生産システムに「合理化」し， I柔軟性」を手
段として生産性と効率性の向上をはかる。しかしながら，機械化生産システムからの「合理化」の追求は，
労働者の回有機能としての労働技能を衰退させることを意味する。また，機械化生産システムで展開され
ている「柔軟性」は，生産性向上のため生産に£必、主袋起な機械設備を生産工程のなかに効5ネ芋よくレイアウトす
る「作業T
験を活かして人間7労;働の技能をより発庫させる「労働活動上の柔軟性」でで、はなLい、O
生産システムにおいて「柔軟性Jとして意味づけるためには，生産過程のなかで展開される作業_[程上
の改善(作業への柔軟性)に加えて，人間の労働活動が柔軟に発揮できるシステムの改善を並行させるシ
ステムづくりが必要で-ある。これによって，生産過程のなかで「トータルな柔軟性」が展開させるし， I労
働の人間化」が達成される。
1987年の大規模な争議を経験した現代向動車は，省力化をはかりながら生産性をあげるJj法として. ト
ヨタの宮国土場を模倣，牙ilT.場を建て， 白木型の.JIT的フレキシビリティを導入・展開した。これは，組
立生産ラインを10yリlこ短く分割した「技能別向己完結型Jラインとして，労働者の作業環境をも大幅に改
善した工場である。しかしながら，牙山工場はトヨタ宵田工場から「作業T程上の柔軟性」を導入したの
であって， I労働活動上の柔軟性」を導入したのではなかった。
それでは， トヨタの宮山丁場では「労働活動上の柔軟性jが生産システムで実施されているのか。宮田
工場は， I人，物，時間などすべての次元での体の余裕，浪費を徹底的に杭除」することによって柔軟性
と効率性のパレート最適を達成しようとした生産システムであるものの. そのシステムのなかには徹底的
な時間管理，少人化による過密労働，労働内容の単純化・標準化による不熟練労働などが内杭している。
ここで注目されるシステムがウデヴァラ工場の生産システムである。このシステムは高品質な卓を効率
的に生産することを目的としながら，労働者の人間性を尊重し，最適な作業環境を創造することを主な課
題とした。それで，人間工学に基づいた作業施設の導入と，変化にフレキシブ.ルなシステムの構築.そし
て広範な知識や技術を持つ熟練労働者の養成，生産性をアップしながら作業への満足度が高められるチー
ム作業を実施した。これが，いわゆる「作業工程 Lの柔軟性」と「労働活動上の柔軟性」を満たすと考え
られる「トータルな柔軟性」であり， I労働の人間化」を満足させるシステムである。しかしながら， この
工場は1993年に閉鎖された。その閉鎖が生産性を理由に閉鎖されたのか、あるいは販元不振と極端な過乗IJ
生産能力にあるのかは研究者によってむ見が分かれているが， I労働の人間化|側面での「ウデヴァラ生産
システム」は研究価値のあるシステムには違いがなかったと思われる。ここで. この工場が生産性を理由
に閉鎖されたとすれば. I労働の人間化Jと「生産性InJl-.Jとを両立させる新たな理論を構築して，生産
システムに適用されねばなるまい。
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論文審査の結果の要旨
1 ) 木論文の目的。近代市民社会の成立が本米「人間中心の社会Jを目標としていたにもかかわらず，機
械技術の発達を基盤とする生産システムの発展は，むしろ労働における「生産性」と「人間性j との矛盾
関係の中に展開されてきた。効率辛.上主義が労働強制・労働疎外をおしすすめ.牛ー庄システムは「非人間
化」を軍要な特色としてきた。したがって，次世代生産システムは「労働の人間化」を媒介に「生産性j
とともに「人間件」をどルトインしたシステムでなければならない，という基本的問題意識の下に.生産
システム・モデルとされるフォード生産システ人 リーン生産システム，ボJレボ生産システムについて，
その特色を碑ー論的・実証的に比較検討することによって， 21世紀型tt産システムの備えるべき条件を解明
することを本論文の目的としているの
2) 木論文の構成と内容。本論文は，理論部分(第1章.第2章)と実証部分(第3章~第5章)の 2部
構成をなしている。第 1部では，生産システムにおける「人間性」の本質は熟練を媒介とする「柔軟性」
にあるとして，機械化の進展によってそれがどのように変質するか，それが生産システムにどのような形
で現れるかについて理論的に分析する。第l意ではJ.ブライトの理論を中心iこ機械化の段階と熟練の進化
との関連を分析し「実行jと!構想」の機械への移転が必ずしも直線的に「熟練の表退」をもたらすもの
ではないこと.新たな熟練の撞得が r表退」を「補償」することを論証する。第2章では，まず「柔軟性」
とは「作業工程上の柔軟性J(井.産工程における効率向上のための要素配置における柔軟性)と「労働活動
上の柔軟性J(労働の技能発揮の柔軟性)とを統合する「トータルな柔軟'性」であると定義し， こうした視
角から①マニュファクチュア時代.②テイラー=フォード時代，③ネオ・フ方ーデイズム時代に(5(分して，
生産システムの発達過程と「柔軟性」との関連を原史的に分析する。こうして，著者は，次世代生産シス
テムはこれら 2種類の「柔軟性」を両立させるシステムであると主張しその端緒をボルボ生産システム
に求めるのである。
第 2 古I~では，第 3 挙で韓国現代自動車の蔚山工場と牙山士場，第 4 章ではトヨタ自動車田原T場と宮田
工場，第5章ではボルボ自動車トシュランダ工場，カルマル工場そしてウデパラ.J.:場について， それぞれ
の国の産業政策，労使関係，文化などの構造的諸条件のドで，生産性・「柔軟性」が生産システムの中に
どのように展開されているかを詳細に検討している。そして，比較分析の結果. コンベア牛.産の廃止と自
律的チーム労働を基本とするボルボ・ウデパラ方式がもっとも fトータルな柔軟性」を重視した生産シス
テムであること， I働く人が自分自身の窓味を見いだし，自分を発展させることができるようなシステム」
をめざした牛.康システムであること，いわば次世代生産システムはこのような意味での「人間性」と「生
産性Jとを向立させるものでなければならないと結論づける。
3) 本論文の特徴と評価。本論文の特徴は.第lに理論的フレームワークの独創性にあるG 生産システム
における「生践性」と「人間性」という背反的とされてきた概念、を両立させるために， I柔軟性lというキー
ワードのもとにこれを統合しようとする著者の理論構築は，諸概念の一層の検討によって理論的深化を計
ることができるであろう。第2に，曽富な文献研究と実態調査にある。とりわけ実証研究については，多くの
国際的な実態調査・資料研究によって生産システムの実態を非常に詳細にトレースしている。 ーつの論文
でこれだけ詳細に比較分析した努力は高く評価される。第3に，個別実態研究と設定した即.論的フレーム
ワークとを結びつけるための論述の方法はきわめて徹密でー・貫性があり，著者の主張点がきわめて理論的
に述べられていることである。本論文が次世代生高システム研究に大いに寄与するものであることか明解できる。
本論文に関する以上の評価から，審査委員会は.一致して本論文が博士(経営学〉の学位授与に相応し
いものであると'1附iした。
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